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研修期間

研修場所

研修の目的

研修内容
（予定）
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受講対象

募集人員

申込期日

申込方法

担当局課室・担当者

問い合わせ先

ル ー ル 形 成 戦 略 室

（１）ルール形成戦略の重要性
（２）政策ツールの紹介（条約・協定、海外アタッシェ、標準化、認証等）
（３）ルール形成戦略の成功事例戦略的国際標準課の取組事例　等

経産省職員、他省庁職員、民間企業職員

平成２９年３月３１日（金）

添付の応募様式に必要事項をご記入の上、本研修案内の送付者へご提出くだ
さい。

産業技術環境局　基準認証政策課　中山、辻田
通商政策局　ルール形成戦略室　山形

経済産業省　基準認証政策課
（担当：辻田）

平成２９年度国際ルール形成戦略研修
募集について

　各回６０名程度
  （参考：２８年度実績 １１６名）
　（他省庁・独立行政法人・地方公共団体・民間企業職員等を含む）　※３

平成２９年度国際ルール形成戦略研修

平成２９年４月１９日（水）～５月２４日（水）
　（１時限（１６：００～１７：００）、２時限（１７：１５～１８：１５））
※毎週水曜に実施（５月第１週のみ５月２日(火)に実施）
※初日は１５：５０からオリエンテーションあり

経産省別館１階１０１-２+１０３会議室

高品質の製品・サービスを作り、売るだけではビジネスで勝てなくなっている
中、我が国の製品・サービスが適切に評価され、国際的に競争力を獲得するた
めの競争環境整備（＝ルール形成）を行うことが必須となっている。こうした
ルール形成戦略を企画・立案し、企業や業界団体、国内外の規制当局に対し
て提案することができる原課担当者を始めとする職員を育成するため、ルール
形成戦略の重要性、条約・協定や海外アタッシェを活用したロビイングの方法、
標準化や認証の活用方法や成功事例等についての研修を行う。

03-3501-9232

大 臣 官 房 秘 書 課

基 準 認 証 政 策 課

経 済 産 業 研 修 所

標記研修の研修員募集を開始致します。
研修受講を希望される方は、申込期日までに以下URLの申込みフォームに必要事項を入力し送信し
て下さい。

平 成 29 年 3 月 17 日
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ルール形成戦略の取組事例①
（新興国におけるルール形成の取組)

味の素株式会社
グローバルコミュニケーション部

ＰＲ・ＣＳＲグループ
中尾　洋三　氏

近年のルール形成動向

経済産業省　関東経済産業局長
（多摩大学　ルール形成戦略研究所　客員教授）

藤井　敏彦　氏

第2回

ルール形成戦略の取組事例②
（中国日本商会によるロビイング事

業）

アステラス製薬株式会社
アジア・オセアニア事業本部

事業企画部
西山　寛　氏

戦略的国際標準化・認証の活用事例
（鉄道システム）

（独）交通安全環境研究所
鉄道認証室　技術統括

田代　維史　氏

ルール形成プロセスとその手法／
基準認証政策について

通商政策局　ルール形成戦略室
山形　宏之　室長補佐

日本貿易振興機構　貿易制度課長
神野　達雄　氏

産業技術環境局　基準認証政策課
中山　文博　課長補佐

17:15～18:15 備考

ルール形成戦略の重要性

デロイトトーマツコンサルティング株式会社　執行役員
（多摩大学　ルール形成戦略研究所　客員教授）

羽生田　慶介　氏

第1時限 第2時限

平成２９年度国際ルール形成戦略研修
※一部講師、講義順など変更の可能性有り

月
日

曜
日

第1回

16:00～17:00
月
日

曜
日

戦略的国際標準化の取組事例①
（レドックスフロー電池）

住友電気工業株式会社　技師長
志賀　信夫　氏

ビジネスと標準化

一橋大学　イノベーション研究セン
ター
教授

江藤　学　氏

世界の水規制と認証制度動向

NSFインターナショナル
日本カントリーマネージャー

石井　完治　氏（Ｐ）

戦略的国際標準化の取組事例②
（ロボット安全技術）

ＩＤＥＣ株式会社
常務執行役員　技術戦略本部長

藤田　俊弘　氏


